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１． 研究目的 

 令和4年7月に国土交通省は河川上空を活用したドロー

ン物流の更なる活性化に向けた実証実験を開始した．さら

に，河川管理の分野においてもドローンを用いた河川巡視

の実証及びそのガイドライン案の作成が既に進められて

おり，河川上空空間でのドローンの利活用への取り組みは

非常に活発である．一方，河川上空でのドローン等の自動

航行に際しては，いわゆる基盤地図となる情報が現状では

未整備であり，データが大幅に不足している． 

ここで，本稿では，ドローン飛行が可能な河道を河川ド

ローンウェイと表記する．河川でのドローンの飛行可能性

の評価に当たっては，例えば河道幅と河道深さのパラメー

タは河道内空間の大まかな把握に有用であり，塩澤・山崎

(2019)1)は，衛星観測水面標高データを用いて河道深さを推

定する手法を提案した．そこで本研究では，オープンデー

タである国土地理院の数値標高モデルから，河川ドローン

ウェイへの適合を評価するための，河道断面幅と河道深さ

を自動抽出するアルゴリズムを開発した． 

２． 研究手法 

 本研究では荒川水系の 2 河川と鶴見川水系の 2 河川，神

通川水系の神通川を対象河川とした．河道幅の真値は横断

測量データにおける左右岸の堤防天端間の距離．河道深さ

の真値は堤防天端高と最深河床高との標高差とした．表-1

は各河川の横断測量データの諸元である．使用した標高デ

ータは，国土地理院が提供する基盤地図情報数値標高モデ

ル 5m メッシュ（DEM5A）である． 

 図-1 は本研究で新たに作成した河川ドローンウェイデ

ータの作成アルゴリズムであり，以下に各作業の概要を示

す．河川横断測量データが定める断面ごとにそれぞれ以下

の計算を実行する． 

河川横断測量データの測線の端点の座標を取得し，測線

を等分する点の座標リストを作成したのち，その地点の

DEM 標高値を取得する．本研究では分割数𝑑 = 1000を用

いた．次に，取得した標高値群について正規化を行い，0

から 1 の範囲の度数分布表を作成する．このとき，階級の

幅は標高換算で 0.01 m に相当するように設定した．同時

に，正規化した標高値群の変動係数を算出し，試行錯誤的

に求めた以下に示す式に変動係数を代入することで河道

幅の算出に必要な累積度数𝐶𝑓𝑤
と𝐶𝑓ℎ

を算出する． 

     𝐶𝑓𝑤
= (1 −

1

𝐶𝑉+1
) 𝑑          (1𝑎)  

    𝐶𝑓ℎ
= (1 −

1

exp (𝐶𝑉)+1
) 𝑑       (1𝑏) 

 

最小の階級から度数を足し合わせ，必要な累積度数を超

えた時点で足し合わせを終了し， 𝐶𝑓𝑤
を超える階級までの

累積度数を長さに再変換した値を河道幅の推定値，𝐶𝑓ℎ
を

超えるときの階級の値を河道深さの推定値とする． 

３． 結果と考察 

 図-2 と図-3 は神田川と日本橋川における断面ごとの真

図-1 ドローンウェイ判定のアルゴリズム 

 

表-1 対象河川の河川横断測量データの諸元 
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値と推定値との関係を示した散布図である．横軸に真値，

縦軸に推定値をとり，プロットの濃淡によって河道幅また

は河道深さのうち他方の真値を表している．河道幅に着目

すると，神田川と日本橋川ではともに精度よく推定された．

神田川では河道幅 15 m 未満で河道深さの小さな断面にお

いて推定値が若干の過小傾向を，河道幅 15 m から 30 m 前

後かつ河道深さの大きな断面において推定値が若干の過

大傾向を示した．また，日本橋川においては河道幅に関わ

らず良好な推定結果であった．他の 3 河川においては，河

道幅と河道深さともに過小傾向を示した． 

図-5 は 5 河川の各断面を河道幅及び河道深さの真値で

分類し，同一規模の断面ごとに算出した推定値のMAPEを

示している．河道幅が概ね 5～25 m 程度の断面において精

度よく河道幅と河道深さを推定できているといえる．本手

法による推定精度は，河道深さよりも河道幅による影響を

大きく受けることが推察される． 

推定誤差の大きかった断面について，河道深さに対して

河道幅が極端に大きいもの，複断面が顕著にDEM に反映

されているもの，堤内地盤の標高が大きく影響を与えてい

るものなどがあった． 

４． まとめ 

 本研究では，河川上をドローンが十分に飛行可能かどう

かを簡便に判定する手法として，河川の河道幅と河道深さ

を推定する手法を試作し提案した．5 河川を対象に本手法

を用いたところ，河道幅が 25 m 未満の小さな断面で，特

に河道形状が矩形である場合に，高い精度で推定をするこ

とができた．一方で河道深さについては，河道幅の大きい

河道の場合など多くのケースで過小傾向となった．今後は

河道内の水位や横断構造物も含めて考慮し，検討を行って

いく方針である． 
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図-4 断面の河道幅，河道深さ別の平均絶対誤差率 

 

図-2 断面毎の河道幅及び河道深さの真値と， 

河道深さの推定値 

図-3 断面毎の河道幅及び河道深さの真値と， 

河道深さの推定値 
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